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Q＆A丁番に関する

図ｰ1　丁番の取付け位置

B
2～4

3～4

C

W

中央の丁番は
ドアの反りを
防止します。

B寸法は丁番の長さの1.5倍、
C寸法は丁番の長さの2倍が望ましい。

図ｰ2　丁番の取付け位置とドア幅との関係

A

A≧W×2が望ましい。

図ｰ3　ドアと枠との隙間の標準的寸法

3～5

2～3

開き側 吊元側

丁番のサイズとドアとの関係（目安）
丁番（2ヶ使用）
長さ×板厚（mm）

76×1.5
89×1.7
102×2.0
127×2.5

ドア厚×幅（mm）
25×600
30×700
35×800
40×900

重量
15kg
20kg
25kg
35kg

ド　ア

※なお、調整丁番をご使用の場合は
　この限りではありません。
（62ページのQ&A5をご参照ください）
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持ち出し寸法がAよりも小さいと
ドア面と壁面とが面一にならない。

持ち出し寸法が､ドア枠からドア面までの距離
の　以下の場合は､ドアが180°開かない。
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深い切欠き

1
2

管部 管部

ドア丁番のサイズは127mm、102mm、
89mmなど、半端な寸法が多いですが、
何故ですか。また、丁番には多くのサイズ
が揃っていますが、ドアとの関係につい
て教えてください。

127mm、102mmと半端な寸法である理由は、元来がインチであったものを
メートル法で表記しているためです。「2×4」など、建築にはインチや尺貫法が
多いですが、建築金物もその多くが西欧から入って来たためインチ規格で造ら
れているものが多くあります。造る方も使う方も、長年その寸法で扱い慣れて
いるため、「あえていまさら変える必要もない」ということのようです。
丁番のサイズとドアとの関係については、「目安として」下表をご参考にしてくだ
さい。

ドア丁番の正しい取付け位置および使
用個数について教えてください。

ドア丁番の取付け位置については下図ｰ1と2をご参照ください。
ドアの垂れ下がりを防止するために守りたいドア丁番の取付け位置を示してい
ます。
なお、背丈の高いドアに丁番を3枚以上使用する場合がありますが、これはあく
までもドアの反りを防止するためにお勧めしています。ドアの荷重は1枚の丁番
に集中しますので耐荷重効果はあまり期待できません。重いドアにはベアリン
グ入り丁番などをご使用ください。

A4Q4

A3Q3 ドアを閉めた時に、ドア丁番の管部は
なぜあんなにドアから飛び出している
のですか。

丁番管部の中心からドア面までの距離を「持ち出し寸法」と言います（図-1）。
この寸法が小さいと、ドア面と壁面とが

つらいち

面一に揃わなかったり（図-2）、ドア
枠にドアがぶつかって180°開かなかったりします（図-3）。そのため設計に
合わせて、持ち出し寸法が必要となります。

丁番でよく、背押しという言葉を聞きま
すが、その意味を教えてください。

図-1をご覧ください。左図が背押しをしていない丁番（背押なし）、右図が背
押しをしてある丁番（背押あり）です。
背押なしは、丁番を開いた時に2枚のハネの裏面がフラットな状態になりま
す。背押ありは、ハネが裏面（背面）から押されるように管部の中心方向へ若
干入り込んでいます。
製造工程で言えば、図-2のように背押しをしてある方が1工程増えることに
なります。一般に管部の径が大きい丁番は背押しをしてあり、径が小さい丁
番の多くは背押しをしていません。
図-3のように管部の径が大きい丁番の場合、背押しをしていないと、丁番を
閉じた時（ドアを閉じた時）に、ドアおよび枠を深く切欠きしない限り、ドアと
枠の隙間が大きくなります。切欠きが深過ぎると見た目が良くないので、ハ
ネの板厚分だけ切欠きすればきれいに納まるように背押しをしてあります。
ただしその分、持ち出し寸法（丁番管部が、ドア面および枠面より突き出して
いる寸法）がそれなりに必要になります。
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A1Q1
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